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I.   はじめに
トラウマ体験をした多くの人が、その直後には急性ストレス障害（Acute Stress Disorder：以下
ASD）の状態を示すが、その後自然に回復することが知られている。しかし、中には心的外傷後ストレ
ス障害（Post Traumatic Stress Disorder： 以下 PTSD）を発症し、慢性化する人もいる。トラウマ体
験後、早期介入をするべき人かどうかの判断は、自然に回復できるか、そうでないかを判断することに











インターネットの普及はこの 10 年間でも、かなり変化している。我が国においては、2005 年くらい
からネットワークの IP（Internet Protocol）化が進展し、スマートフォンも登場後急速に普及した（総
務省：情報通信白書，2015）。2014 年中に、インターネットを利用した人は 1 億人を超え、人口普及率
は全体の 82.8％に達している（総務省，2015）。欧米においても、アメリカ 84.2%、カナダ 85.8%、イ
ギリス 89.84% であり、ほぼ日本と同程度の普及率である（総務省統計局，2015）。世界的に見ても、
2000年時点の世界のインターネット普及率が6.5%であったのが、2013年時点では38.5%に達しており、










　1.     文献データベースPsycINFO、PubMED、PILOTSを以下の条件で検索した。
1)    抄録上の語句：
  （“posttraumatic stress” OR “post traumatic stress” OR “acute stress”）
 　AND （“early intervention” OR “prevent”）
　 AND （“internet” OR “web”）
2)    言語：英語
3)    査読：有











27 件の論文の内容をみると、実践研究以外の論文が 22 件存在し、対象外となった。それらは、①
RCT のデザインに関する論文、②システマティックレビューを含むレビュー論文、③調査方法がイン
ターネットや WEB の論文、④初期介入ではない論文であった。その結果、該当する論文は以下の 5
本であった（表 1 参照）。対象となったトラウマ体験は、交通事故、災害、戦争体験であり、犯罪被害、





























































































































































   
   

















































































































   
   






































































































































































































































































































































































































2.    各論文の概要
1)  Internet-based early intervention to prevent posttraumatic stress disorder in injury 
patients： Randomized controlled trial．
（身体的外傷患者におけるPTSD予防のためのインターネットを使用した早期介入：RCT）







度）、IES-R（Impact of Event Scale-Revised；改訂版出来事インパクト尺度）等で症状評価
を行った。

































2)  Trauma tips： An Internet-based intervention to prevent posttraumatic stress 
disorder in injured trauma patients．
（トラウマTIPS：トラウマ体験となる外傷を負った患者に対してのインターネットを使用した早
期介入）　　　　　　　　　　　　　　　　



















3)  Internet-Based Intervention for Mental Health and Substance Use Problems in 
Disaster-Affected Populations： A Pilot Feasibility Study．
（大災害後のメンタルヘルスと物質使用問題に対するインターネットによる介入：実現可能性の予
備研究）




































①   方法
　　参加者は、2001年9月11日以降にイラクかアフガニスタンに派遣され、5年間任務に就いた
退役軍人を対象とし、インターネット環境がない、過去10年間の精神科入院歴あり、統合失




Military version：軍隊用PTSDチェックリスト）、CES-D、SF-12（12-Item Short Form 
Health Survey：健康調査）を使用しPTSD症状やうつ症状、健康度を評価した。また、治療























　CES-D10（CES-D の 10 項目版）で測ったうつ症状は、Intention-to-Treat 分析、完遂者
の分析ともに、ベースラインから 4 週後、12 週後は下降しているが、ベースラインから 8 週
後は下がっていない。スクリーニング査定で CES-D10 の得点が 10 点以上の深刻なうつ症状
を示した人は、介入プログラムを行うベースライン時までに、うつ症状の減少が見られ、完
















PCL-M で見ると、Intention-to-Treat 分析では、4 週後、12 週後に減少が見られたが、完遂
者の分析では、12 週後に若干の減少が見られただけだった。また、SF-12 には、大きな変化
は見られなかった。
　TPB の質問の結果から 12 週後に改善が見られた項目は、「精神健康的な自己肯定感」では
なく、「治療を受ける意志」と「社会的規範 / スティグマを認知する」であった。
　この研究の介入前後の結果から、VETS PREVAIL 介入プログラムが、帰還兵のうつ症状
や PTSD 症状への早期介入や予防に提供できる実現可能性が示され、今後の RCT に向けてコ
ンテンツの追加を検討することの可能性が示唆された。
 
5)  Pilot Randomized Controlled Trial of a Novel Web-Based Intervention to Prevent 
Posttraumatic Stress in Children Following Medical Events．
（病気やけがによる医学的なトラウマ体験を受けた子供たちのトラウマティックストレス症状
（PTSS）を予防するための新たなインターネットによる早期介入の予備的RCT）






プログラムを行い、両群とも6週間後、12週間後、18週間後にCPSS（Child PTSD Symptom 
Scale：子供用PTSD症状尺度）、PedsQOL（Pediatric Quality of Life Inventory：小児科用
健康関連QOL）、CPTCI（Child Post-Traumatic Cognitions Inventory：子供用外傷後認知















































介入研究の最近のシステマティックレビュ （ーForneris, Catherine.A. ,et al．，2013）によると、レビュー












焦点化した認知行動療法の代表的な PE 療法（Prolonged Exposure Therapy：持続エクスポージャー











タ分析では、治療中のドロップアウト率は 16.7% であると示されている（Kliem，S．， Kröger，C．，
2013）。また、認知行動療法のドロップアウト率を調べたメタ分析によると、疾病別で見た PTSD に対
する認知行動療法のドロップアウト率は、治療前で平均 7.8%、治療中で 27.2% である（Fernandez，E．，
Salem，D．，Swift，J．K．，et al，2015）。今回概観した研究においては、介入中のドロップアウト率
が、研究 5) が 28% に対して、それ以外は 35% ～ 45% 程度あり、インターネットや WEB を介さない
PTSD に対する認知行動療法に比べて、総じてドロップアウト率が高かった。またこの結果は、前述の
ドロップアウト率のメタ分析において、治療前で 24.2%、治療中で 34.2% と示された治療方法別で見た
インターネットや WEB を使用した認知行動療法のドロップアウト率（Fernandez，E．，Salem，D．，
Swift，J．K．，et al，2015）と大きな差はなかった。一方、研究 5) が低いドロップアウト率を示した
ことついて、1) ～ 4) と比べてみると、まず研究参加者の平均年齢に大きな違いがあった。研究 5) の研
究参加者の平均年齢が 9.8 歳（SD=1.5）に対して 1) ～ 4) の研究参加者は 20 歳代後半～ 40 歳代半ばで
あった。研究5)は未成年者が対象であり、介入プログラムの実施に関して保護者が関わっていることが、












V.   おわりに
インターネットや WEB を使用した介入プログラムについては、予備的研究が多く、今後のさらなる
研究が必要であると考える。今回、検索した研究の中に、RCT の研究デザインの論文も複数存在した




象とした PTSD の急性期治療 / 回復プログラムの開発および効果検証」（研究代表者：小西聖子、課題
番号：2628158）の助成を受けて行われました。
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